




A Study on the Relationship between Students’ Movement Experience of Gymnastics 
and their Achievement Level in Teachers Training Course










Abstract：The aim of this study was to clarify the relationship between students’ movement 
experience of gymnastics and their achievement level in teachers training course．First，we 
conducted a questionnaire survey of 272 students who took “Gymnastics” classes in IPU to 
clarify their movement experience of gymnastics．Then， we surveyed their level of achievement 
of gymnastics skill (floor exercise，vaulting box，horizontal bar)． Finally，we considered for 
comparing the results of this research．The knowledge we found in this study may become solution 
of modern problem in P.E teacher training course．
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属性 人 (n=265) ％ 属性 人数(n=2ts} ％ 
性 睾活鵬
男性 181 68.3 硬式野球祗 お 13.6 
女性 84 31.7 サッカ一部 37 14.0 
に上競技蔀 59 2.3 
学年 ハンドボール蔀 18 6.8 
大学1年生 217 81.9 剣遵部 10 3.8 
大学2年生 48 18.l 柔道蔀 8 3.0 
,, スケ,tポー ル国 ， 3.4 
ラグピー認 1 2.6 
ソフトボール翠 18 6.8 
パレーボール翠 12 4.5 
ダンス邸 5 1.9 
レスリング器 3 1.1 
その他 25 9.4 































回答数 ％ 回答数 ％ 
幼稚園 中学校
何かしら遭動をしていた 73 27.9 球技 （サッカ 、ー野球など） 182 68.9 
特になし 190 72.5 陸上 57 21.6 
無記入 2 0.8 水泳 7 2.7 
体操 • 新体操 2 08 
小学校 ダンス ・チア 1 04 
球技 （サッカ .ー,,,. など） 182 68.9 武道 （紐遭、桑置、 Z手など） 27 10.2 
陸上 16 61 その他 7 27 
水泳 59 22.3 特になし 10 38 
体操 ・新体操 ， 34 
ダンス・ チア 4 1.5 高校
武遵 （知這、桑這立手など） 36 13.6 球技（サッカー｀ 野淳など） 171 64.5 
その他 ， 3.4 陸上 64 24.2 
特になし 25 9.5 水泳 2 0.8 
体操 • 新体操 1 0.4 
ダンス ・チア 2 0.8 
武遵 (JJ遍、桑道，三手など） 22 83 
その他 7 2.6 
特になし 4 1.5 
回 ％ 腫目 回答数 ％ 
小学校
受けた 261 97.4 マット 245 95.0 
受けていない 1 0.4 とび箱 2舶 95.3 
わからない 6 2.3 鉄棒 磁 79.S 
平均台 “ 24.8 
中学校
受けた 219 81.7 マット ZJ.O 96.8 
受けていない 孤 14.0 とび筐 127 58.S 
わからない 13 5,。 数極 珀 13.8 
平均台 12 5.5 
紐
受けた 117 43.8 マット 114 97.4 
受けていない 143 53.6 とび箱 “ 37,6 わからない 7 2.6 鉄樟 15 12.8 



















































































































































































































































基本技 倒立前転 とび前転 伸馳曽転 停膝後転 畿 但J万句立回転 ロンダート 曇虞n•trl
体育学科 調囀達成 (A) 213 214 194 214 196 214 207 198 
221 遠成度 96% 97% 88% 97% 螂 97% 94% 90% 
他学科 謙成 (A) 47 50 43 50 46 50 49 嶋
51 遣成度 92% 98% 84% 98% 90% 98% 96% 螂
合計 諷題遣咸 (A) 260 0:0 237 26d 242 264 256 243 
272 遣成度 96% 97% 87% 97% 螂 97% 94% 寧
跳び箱運動 鉄棒運動
開脚跳び かかえ込み駐び 台上前転 跳ね起き 上が り夜 下り技 鶴 1i翫 麟h.:l怜国藝
212 208 211 207 209 198 174 166 
96% 94% 95% 94% 95% 90% 79% 75% 
50 50 50 49 48 44 44 44 
98% 98% 98% 96% 94% 86% 86% 86% 
262 258 261 256 257 242 218 210 
96% 95% 96% 94% 94% 89% 螂 77% 
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Ⅳ．受講生の運動生活史と学習課題達成度の考察
　以上のように，器械運動受講生272名の運動生活史
と各種目における学習課題の達成度の結果を示してき
た。以下では，この両方の関係について運動学的視点
から考察を行い，その関係を明らかにしていく。
１．マット運動の運動生活史と学習課題達成度
　今回の調査結果からマット運動は，跳び箱運動や鉄
棒運動に比べて小学校から高校までに経験している学
生が最も多い種目と言うことができる。小学校から高
校に至るまでに，多くの学生がマット運動を学校体育
の授業で経験してきている。しかし，「どのような技
を練習してきたか」という運動生活史の視点から考え
てみると，今回の調査で達成度が80％未満であった
「伸膝前転」「後転倒立」「前方倒立回転跳び」は，表
４に示す通り，「前転・開脚前転」「後転・開脚後転」
「側方倒立回転・ロンダート」に比べて経験してきて
いる学生が少ないことがわかる。
　今回，「前転・開脚前転」「後転・開脚後転」は学習
課題として設定しなかったが，「側方倒立回転・ロン
ダート」は学習課題として設定し，「側方倒立回転」
が97％，「ロンダート」が94％と高い達成度を示して
いる。このことを踏まえると，小学校，中学校，高校
の時期にその技を経験していれば誰しもが達成できる
ようになるわけではないが，櫻井（2010）が指摘す
るように「非日常的な運動形態を取り扱う器械運動で
は，低学年から高学年への系統的な指導が特に重視さ
れなければならない」と言うように，小学校低学年か
らの継続的な運動学習が器械運動の課題達成に大きく
影響しているものと考えられる。
　しかし，注意しなければならないのはある時期にそ
の技を経験するだけでなく，発展技までも見据えた技
術を一緒に確実に習得させることである。具体的な
例を挙げるならば，今回，課題達成度が最も低かっ
た「伸膝前転」を達成するためには「前転」の基礎技
術の伝導技術による＜腰角の増大＞（図１）の動きを
身に付けておかなければならない。これは，ただ単に
「前転・開脚前転」を経験しているだけでは，身に付
かない。指導者が前転ファミリーの系統的指導を理解
し，基本技を習得する段階で発展技の中核となる技術
を身に付けておかなければ，発展技の達成は難しくな
るのである。
図１．伝導技術による＜腰角の増大＞
（金子，1982）
２．跳び箱運動の運動生活史と学習課題達成度
　次に，跳び箱運動について考察していく。跳び箱運
動は，マット運動に比べると，小学校，中学校，高校
の時期において経験している学生は少なかった。しか
し，今回の学習課題の達成を見てみると，達成度が
90％未満の技はなく，すべての技が94％～98％の達成
度を示しており，概ねほとんどの学生が設定した学習
課題を達成することができたと言える。
　このことを踏まえると，受講生の運動生活史におい
て中学校，高校の時期に跳び箱を経験している，経験
していない，さらには跳び箱で「どのような技を練習
してきたか」という運動生活史の内容は，学習課題の
達成度と関連性が少ないように考えられた。
３．鉄棒運動の運動生活史と学習課題達成度
　鉄棒運動における受講生の運動生活史として，小学
校では206名（79.8%）の学生が鉄棒運動を経験してい
たが，中学校の時期では30名（13.8%），高校の時期に
は15名（12.8%）と，学年が上がるにつれて経験して
いる人数がマット運動，跳び箱運動と比べると急激に
減少していることが特徴的であった（表３）。
　そして，今回の学習課題の達成度として「下り技」
もさることながら「後方支持回転」「前方支持回転」
の達成度が著しく低かったことを踏まえると，中学
校，高校の時期に鉄棒運動を経験していないことが達
成度の低い要因として考えられた。
　人間の発育発達の側面から見て，中学校，高校の時
期は男女共に体格や身長が大きく変化する時期でもあ
る。そのため，たとえ小学校のときに達成できていた
技であっても，体格や身長が大きく変化した大学生の
時期には達成することができなくなっていることも考
えられる。このような人間の性的成熟現象と運動習得
の関係に関して，Meinel（1981）は「発達をつづけ
てきた人間の運動系は“習得期”の期間を過ぎると，
一般に，性的成熟現象によって多かれ少なかれ妨げら
れることになる」と述べている。
　アメリカの人類学者R.スキャモンが提唱した人間の
??
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各器官の発育発達パターンにおける４つの型において
も，神経系の発達は幼児期が終了するまでに成人の約
80％まで完成すると言われている（前橋，1988）。神
経系の発達は，例えば器械運動特有の逆位（逆さま）
の感覚を養う上で非常に重要となる。頭が下で足が上
の逆位感覚の中で自分の手足がどうなっているかがわ
かる，その体感身体知（金子，2005a；2005b）を形
成する意味でも，小学校以降の中学校，高校の段階で
鉄棒運動を経験していないことが，学習課題の達成度
が低い要因として考えられた。
４．考察のまとめ
　これまで，器械運動の受講生272名の運動生活史と
器械運動の学習課題の達成度の関係について運動学的
視点から考察してきた。
　考察の結果，マット運動については多くの学生が小
学校，中学校，高校の授業で経験してきてはいるが，
そこで練習してきている技として回答数が少ない「伸
膝前転」「後転倒立」「前方倒立回転跳び」，これらの
技の達成度が他の技に比べて低いことが示された。そ
のため，小学校から高校に至るまでにマット運動を経
験しているだけでなく，そこで「どのような技を練習
してきたか」が，マット運動の課題達成度に大きく関
連している可能性が明らかとなった。
　次に，跳び箱運動については，小学校から高校まで
に経験している学生がマット運動に比べて低い回答数
ではあったが，達成度が90％未満の技はなかった。そ
のため，小学校から高校に至るまでに跳び箱運動を経
験しているか，経験していないか，その運動生活史の
内容は学生の課題達成度に影響していないことが明ら
かとなった。
　最後に，鉄棒運動については，平均台を除けば，小
学校から高校までの授業で経験している学生が最も少
ない種目であった。その影響もあってか，「下り技」
「前方支持回転」「後方支持回転」の３つの技の達成度
が90%未満であり，特に，これらの技はマット運動の
達成度が低かった技よりも達成度が大きく下回る結果
となった。運動生活史の面から考えても，中学校，高
校と鉄棒を経験してきている学生が非常に少なかった
ことがこの課題達成度に大きく影響している可能性が
見出された。
Ⅴ．結語と展望
　本研究は，保健体育教員を志望する学生の運動生活
史を明らかにし，学生の運動生活史と器械運動の学習
課題達成度の関係を明らかにすることを目的とした。
　まず，I大学の器械運動を受講した大学生272名を対
象に，アンケート調査を行い，学生たちがどのような
スポーツ歴・部活動歴をもっていて，これまでに学校
体育の器械運動の授業を受けたかどうか，受けた場合
はどの種目の授業を受け，どのような技をそこで練習
してきたのか，という運動生活史を明らかにしてき
た。
　器械運動の授業で練習してきた技については，小
学校学習指導要領解説体育編（文部科学省，2008a），
中学校学習指導要領解説保健体育編（文部科学省，
2008b）で基本的な技として例示されている技が多
く，小学校や中学校で発展技として位置づけられてい
る技については練習してきた経験をもつ学生が少ない
ことが明らかとなり，器械運動の学習課題の達成度に
おいてもそれらの技の達成度が低い結果となった。
　種目としては，マット運動と鉄棒運動の課題達成度
は受講生の運動生活史と大きく関連していることが示
され，跳び箱運動については運動生活史との関連性は
少ないことが明らかとなった。
　最後に，以上の結果を踏まえ，保健体育教員を志望
する学生に対して，保健体育教員養成課程の体育実技
を担当する教員はどのような授業展開の改善策が必要
かを考えてみたい。
　教員養成課程の実技授業を担当する教員は，学生の
なかには器械運動が苦手とする者もいるという認識だ
けでなく，本研究で明らかになったように，そのよう
な学生のなかには器械運動の種目に関して運動経験が
非常に少ない学生がいることを認識しておかなければ
ならないであろう。それは，小学校，中学校，高校の
教育カリキュラムに問題があるのかどうか定かではな
いが，少なくとも大学の実技授業を展開していくなか
で初心者に対する指導と同じような視点をもつ必要が
あるだろう。
　保健体育教員養成課程における器械運動の授業がこ
のままで良いのかどうか，本研究はそこまで立ち入る
余裕がなかったが，本研究で明らかになったことが今
後の教員養成課程の授業づくりに活かされることを願
い，論を閉じることにする。
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